
今月の表紙　　親子スポーツ教室　～ トランポリンに初挑戦！～

温故知新

自治会長として地域の交流に尽力

活汲　小笠原 正之 さん

まちの話題

平和への願いを込めて　殉公者追悼式が執り行われる

町の森づくりに貢献　丸玉産業(株)が紺綬褒章を受章　

特集 参議院選挙の投票日は７月21日です！



ま
た
、
体
の
不
自
由
な
人
に
つ
い
て

は
、
付
添
い
の
人
も
投
票
所
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
の
当
日
に

仕
事
や
旅
行
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
で
き
な
い
人
が
事
前
に
投
票
を
済

ま
せ
て
お
く
制
度
で
す
。
手
続
き
も
簡

単
で
す
の
で
、
棄
権
し
な
い
よ
う
、
ぜ

ひ
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
期
間
は
、
７
月
５
日

か
ら
７
月
20
日
ま
で
の
毎
日
で
す
。
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
で
す
。
投
票
す
る
場
合
は
、
入
場
券

を
持
っ
て
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
議
事

堂
１
階
の
町
民
懇
談
室
）
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

長
期
間
出
張
な
ど
で
町
外
に
在
住
し

て
い
る
場
合
は
、
告
示
前
で
も
不
在
者

投
票
の
請
求
（
投
票
用
紙
の
取
り
寄
せ
）

が
で
き
ま
す
。
こ
の
請
求
の
後
、
公
示

の
翌
日
以
降
は
滞
在
先
の
最
寄
り
の
市

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

が
行
え
ま
す
。
な
お
、
不
在
者
投
票
用

紙
の
交
付
な
ど
は
す
べ
て
郵
便
で
の
や

り
取
り
と
な
り
、
日
数
を
要
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
指

定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い

る
場
合
も
、
そ
の
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
早
め
に
施
設
長

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
冒
頭
に
ふ
れ
ま

し
た
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
さ
れ
、
３
カ
月
に

満
た
な
い
方
も
、
転
入

前
の
市
町
村
又
は
津
別

町
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

開
票
は
、
午
後
８
時
か
ら
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
。
参
観
は
自
由
で
、
参

観
人
名
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の

上
、
所
定
の
場
所
で
参
観
願
い
ま
す
。

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

投
票
所
へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、

自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

既
に
交
付
を
受
け
た
人
は
有
効
期
限
内

か
ど
う
か
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
な

お
、
次
の
q
か
ら
e
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

q
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
１
級
ま
た

は
２
級
の
人
　

・
内
臓
機
能
障
害
で
、
１
級
ま
た
は
３
級

の
人

・
免
疫
障
害
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
人

w
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

・
両
下
肢
な
ど
の
障
害
で
、
特
別
項
症

か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人

・
内
臓
機
能
の
障
害
で
、
特
別
項
症
か

ら
第
３
項
症
ま
で
の
人

e
介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
、
要
　

介
護
５
の
人

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て

津
別
町
で
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の
q

と
w
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。

q
平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
津
別
町

に
住
民
登
録
を
し
、
引
き
続
き
町
内
　

に
住
ん
で
い
る
こ
と
。

w
平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
こ
と
。

な
お
、
平
成
25
年
４
月
４
日
以
降
に

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
後
に
説
明
し
ま
す
。

今
回
の
投
票
は
、
従
来
ど
お
り
北
海

道
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙（
選
挙
区
）
を

先
に
行
い
ま
す
。
受
付
で
入
場
券
を
提

示
し
、
薄
い
黄
色
の
選
挙
区
投
票
用
紙

を
受
け
取
り
ま
す
。
次
に
記
載
所
で

「
候
補
者
の
氏
名
」
を
記
載
し
投
票
し

ま
す
。
な
お
、
選
挙
区
の
投
票
で
は

「
入
場
券
は
持
っ
た
ま
ま
」
と
な
り
ま
す
。

選
挙
区
の
次
は
、
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙（
比
例
代
表
）
の
投
票
で
す
。
比

例
代
表
の
受
付
で
「
入
場
券
を
渡
し
」、

白
色
の
比
例
代
表
投
票
用
紙
を
受
け
取

り
ま
す
。
こ
こ
で
の
記
載
は
、
非
拘
束

名
簿
式
で
す
の
で
「
候
補
者
氏
名
」
ま

た
は
「
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名

称
」
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
ま
す
。

投
票
の
順
序
は
、
下
の
図
の
と
お
り
で

す
。
記
載
所
の
氏
名
掲
示
や
投
票
用
紙

の
注
意
書
き
な
ど
を
よ
く
見
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

入
場
券
は
、
選
挙
人
の
確
認
書
で
あ

り
、
受
付
や
投
票
用
紙
交
付
の
際
の
整

理
券
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
人
は
再
交
付
の

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
受
付
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
氏
名
や
住
所
な
ど
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
ち
に

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
当
日
の
投
票
時
間
は
、
町
内
全

投
票
所
と
も
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
、
２
時
間
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
は
選
挙
区
か
ら
投
票
で
す

投
票
の
順
序

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
、
棄
権
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

参
議
院
選
挙
の
投
票
日
は

７
月
21
日
で
す
！

町内の各投票場所

期
日
前
投
票
は
７
月
20
日

ま
で
実
施
し
ま
す

長
期
出
張
者
・
入
院
者
の
方
は

不
在
者
投
票
を
お
願
い
し
ま
す

重
度
障
害
の
人
は
、

自
宅
で
投
票
も
可
能
で
す

投
票
の
で
き
る
人

次
に
比
例
代
表
の
投
票
で
す

入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

投
票
時
間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す

即
日
開
票
で
行
い
ま
す

最 初 に 選 挙 区 か ら 投 票 を し ま す 次 に 比 例 代 表 の 投 票 を し て く だ さ い

選挙区の受付 選挙区の記載 投　　票 投　　票比例代表の記載投票用紙の交付比例代表の受付

受付で入場券を提示します

投票用紙の交付
選挙区(薄い黄色)の投票
用紙をもらいます

入場券は持ったままです 入場券は持ったままです 比例代表(白色)の投票
用紙をもらいます

→ → → → → → →

選挙に関するお問い合わせは、津別町選挙管理委員会まで

議会議事堂１階・町民懇談室 †76－2155（内線286・333）

終わりです候補者名を書きます 入場券を渡します 候補者名または政党その他の
政治団体の名称を書きます



�

損　益　計　算　書

単位：千円（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで） 単位：千円

損　益　計　算　書 津 別 町
振興公社

相 　 生
振興公社

（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

公
共
施
設
の
清
掃
と

管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、

日
常
清
掃
業
務
８
施
設
、

特
別
清
掃
業
務
14
施
設
、

施
設
管
理
業
務
11
施
設
、

公
園
管
理
業
務
５
施
設
、

公
衆
浴
場
管
理
業
務
１

施
設
、
道
立
施
設
管
理

業
務
１
施
設
は
、
ほ
ぼ

当
初
の
計
画
ど
お
り
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
目
的
運
動

公
園
の
芝
の
肥
培
管
理

作
業
の
見
直
し
を
行
う

た
め
、
一
部
作
業
を
専

門
業
者
に
委
託
し
適
正

な
芝
管
理
に
努
め
ま
し

た
。グ

レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
５
月

か
ら
10
月
ま
で
の
土
・

日
・
祝
祭
日
及
び
夏
休

み
期
間
中
の
営
業
と
し
、

営
業
日
数
89
日
で
１
３

５
５
人
（
前
年
度
１
１

５
３
人
）
と
昨
年
度
を

上
回
る
実
績
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
業
務

を
行
う
に
あ
た
り
、
55

人
の
人
員
体
制
で
業
務

を
行
い
ま
し
た
。

６月の定例議会において、（株）津別町振興公社と（株）相生振興公社の平成24年度決算が報告されました。これら

の公社は、町が出資しているもので、地方自治法の規定によって事業報告と決算書の提出が義務付けられています。

今回、両公社から報告があった概要をお知らせします。

平成24年度振興公社決算報告

相生振興公社 津別町振興公社

主
要
事
業
で
あ
る

「
相
生
物
産
館
」
の
営
業

に
お
い
て
は
、
12
年
目

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
15
年
８

月
に
「
道
の
駅
」
と
し

て
登
録
さ
れ
て
以
来
、

来
場
者
は
順
調
に
推
移

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
回
復

の
遅
れ
ガ
ソ
リ
ン
代
の

高
騰
な
ど
様
々
な
要
因

で
売
上
は
対
前
年
比
で

７
・
45
％
減
、
約
６
９

３
万
円
減
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
税
引

前
当
期
利
益
１
２
８
万

４
千
円
を
計
上
し
、
法

人
税
等
充
当
額
33
万
２

千
円
を
差
し
引
い
て
、

当
期
純
利
益
95
万
２
千

円
と
い
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
配
置
に

つ
い
て
は
、
そ
ば
・
豆

腐
製
造
販
売
部
門
で
は

２
人
の
職
員
と
平
均
３

人
の
パ
ー
ト
職
員
を
配

置
し
業
務
を
行
い
ま
し

た
。

私
た
ち
は
森
の
恵
み
や
大

切
さ
を
理
解
し
て
い
て
も
、

生
活
の
中
で
は
つ
い
忘
れ
が

ち
で
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、

使
い
な
が
ら
木
や
森
の
良
さ

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

自
然
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

生
活
の
中
に
あ
る
用
品
が

『
使
っ
て
楽
し
い
、
飾
っ
て

楽
し
い
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
と
し
て

生
ま
れ
て
く
る
よ
う
、
ク
ラ

フ
ト
展
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

作品の搬入・搬出場所

・場　所　つべつ木材工芸館　†0152－76－3335
〒092－0225 網走郡津別町字共和127-7

・日　時 搬入日時/10月２日（水）～10月７日（月）

午前10時～午後４時

搬出日時/10月23日（水）～11月４日（月）

午前10時～午後４時

審査会・審査発表 10月11日（金）

展示会　期間／10月12日（土）～10月21日（月）

場所／つべつ木材工芸館

応募・問い合わせ先

津別町役場 産業振興課林政グループ

〒092－0292 網走郡津別町字幸町41

†0152－76－2151（内線259)

FAX 0152－76－2976

Ｅ－mail：sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリント

アウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

＜主催＞　愛林のまち　津別町

▼

２
０
１
２
年
　
大
人
の
部
　
最
優
秀
作
品
「
香
り
」

応募受付期限（申込書の提出）

平成25年９月30日（月）必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部(中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

q 作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。

もしくは、木が重要な機能を果たしているもの。

w 作品の縦・横・高さの合計が180b以内であること。

e 未発表の作品であること。

r 応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の申込書に必要事項を記入し、持参または

郵送してください（FAX・メールも可）。

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募要

項をご覧のうえご確認下さい。

出品料　無料（搬入・搬出に要する経費は出品者の負担　

とします）

日常生活の中であればいいと感じる「木」の用品

～ 作 品 募 集 ～～ 作 品 募 集 ～
テーマ「あったらいいなぁ、こんなもの」

大人の部 最優秀賞（１点）賞金10万円

優秀賞（２点）賞金２万円

子どもジュニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円

優秀賞（２点）図書カード５千円

子どもシニアの部 最優秀賞（１点）図書カード1万円

優秀賞（２点）図書カード５千円

審査員特別賞 大人の部（２点）賞金１万円、子どもジュ

ニア、シニア共通（４点）図書カード３千円

※大人の部最優秀作品は、賞金をもって買い取りとさせて

いただきますのでご了承願います。子どもジュニア、シ

ニアの部の最優秀作品は、1年間展示後、返却いたします。



年
齢
を
問
わ
ず
、
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
と
し
て
、「
柏
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

６
月
17
日
、
拍
寿
園
で
開
か
れ
た
開
所
式
に
は
15

人
が
参
加
。
自
己
紹
介
の
後
、
健
康
体
操
や
的
に
め

が
け
て
ボ
ー
ル
を
転
が
す
ペ
タ
ン
ク
と
い
う
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
、
お
昼
は
地
域
の
女
性
た
ち
が
作
っ
て
く

れ
た
そ
う
め
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
み
ん
な
と
顔
を
合
わ
せ
て
嬉
し
か
っ
た
」「
ゲ

ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
今
後

も
毎
月
17
日
に
開
催
し
、
内
容
も
み
ん
な
で
楽
し
め

る
も
の
を
考
え
る

こ
と
に
し
ま
し

た
。地

域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
†

76-

２
１
５
８
）

で
は
、
サ
ロ
ン
を

開
設
す
る
団
体
を

応
援
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
希

望
団
体
は
、
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま

す
。

５
月
26
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
広
場
を
会
場
に
第

18
回
で
て
こ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

春
ら
し
い
陽
気
に
恵
ま
れ
た
中
、
ス
テ
ー
ジ
前
に

設
営
さ
れ
た
屋
台
に
は
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥
、
貝
付

き
ホ
タ
テ
焼
き
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
食
欲
を
そ
そ
る

に
お
い
に
引
か
れ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル

の
元
気
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
、
津
別

中
学
校
吹
奏

楽
部
の
日
ご

ろ
の
演
習
成

果
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
集

ま
っ
た
観
客

か
ら
は
盛
ん

な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

６
月
15
日
、
平
和
の
碑
広
場
で
、
戦
没
者
を
慰
霊

し
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
す
る
「
殉
公
者
追

悼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
と
う
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
式
典
委
員
長
の

佐
藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
平
和
を
求
め
る

気
持
ち
は
同
じ
で
も
、
国
家
や
宗
教
の
違
い
な
ど
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
英
霊
の
平

和
へ
の
願
い
を
無
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
努

力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
訴
え
ま
し
た
。

北
海
道
知
事
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長

に
よ
る
慰
霊
の
辞
に
続
い
て
、
戦
没
者
遺
族
や
来
賓
、

関
係
者
な
ど
式
典
参
列
者
が
平
和
の
碑
に
献
花
を
行

い
、
平
和
と
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

第
18
回
で
て
こ
い
ま
つ
り

多
く
の
人
が
屋
台
と
ス
テ
ー
ジ
に
集
う

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
る

北
見
相
生
郵
便
局

地
域
の
催
し
を
パ
ネ
ル
に
展
示

地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
に

「
柏
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
開
設

北
見
相
生
郵
便
局
（
猪
澤
航
局
長
）

で
は
、
地
域
で
行
わ
れ
た
催
し
の
写
真

を
貼
っ
た
手
製
パ
ネ
ル
を
ロ
ビ
ー
に
展

示
し
、
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
す
べ
て
、
昨
年
４
月
に
着
任

し
た
猪
澤
さ
ん
の
撮
影
に
よ
る
も
の
。

一
枚
一
枚
に
分
か
り
や
す
い
説
明
文
を

付
け
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
は
主
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
集

ま
り
を
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、
今

後
は
こ
の
春
に
開
設
さ
れ
た
「
あ
い
あ

い
さ
ろ
ん
」
を
含
め
、
様
々
な
催
し
の

写
真
を
展
示
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
へ

の
情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
に
役
立
て
た
い
そ
う
で
す
。

５
月
30
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会

（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
か
ら
、
反
射
素
材

で
で
き
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
バ
ッ
ジ
１
０

０
０
個
が
教
育
委
員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
２
色
の

バ
ッ
ジ
は
、
光
を
反
射
す
る
性
質
の
素

材
を
使
用
し
て
お
り
、
夜
間
で
も
よ
く

目
立
ち
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
生
全
員
に
配
ら
れ
る

ほ
か
、
交
通
安
全
教
室
の
会
場
や
つ
べ

つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
ブ
ー
ス
な
ど
で

も
配
布
さ
れ
、
夜
間
の
安
全
な
通
行
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
い

反
射
素
材
の
バ
ッ
ジ
を
寄
贈

津
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

平
成
25
年
度
事
業
計
画
等
を
承
認

交
通
安
全
＆
防
犯
啓
発
資
材
寄
贈

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
体
に
掲
示

６
月
３
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協
会

（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
並
び
に
津
別
町
防

犯
協
会
（
佐
々
木
利
明
会
長
）
か
ら
町

に
、
交
通
安
全
啓
発
資
材
と
防
犯
啓
発

資
材
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
命
を
つ
な
ぐ

パ
ー
ト
ナ
ー
」
な
ど
、
町
内
の
小
中
学

生
が
作
っ
た
交
通
安
全
標
語
や
、
振
り

込
め
詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
車
体
表
示
用
の
シ
ー
ル

は
、
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
側
面
に
掲

示
し
、
交
通
安
全
及
び
防
犯
啓
発
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

５
月
31
日
、
平
成
25
年
度
津
別
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
林
業
研
修
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

伊
藤
会
長
及
び
佐
藤
町
長
（
林
教
育

長
代
読
）
の
挨
拶
に
続
い
て
、
議
長
を

選
出
。
こ
の
後
、
平
成
24
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
平
成
25
年
度
の
事

業
計
画
等
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。事

業
計
画
に
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
加
入

の
促
進
や
交
通
安
全
対
策
事
業
の
実
施

等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

賞状の伝達を受ける大越取締役社長（写真・左）

６
月
６
日
、
丸
玉
産
業
(株)
（
大
越
敏
弘
取

締
役
社
長
）
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
、
伝
達

式
が
丸
玉
産
業
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
多
額
の
私

財
を
寄
付
し
た
功
績
の
あ
る
者
に
天
皇
と
総

理
大
臣
か
ら
授
与
さ
れ
る
褒
章
で
、
丸
玉
産

業
(株)
は
平
成
20
年
度
か
ら
町
に
対
し
、
１
千

万
円
の
寄
付
を
続
け
て
い
た
た
め
、
今
回
の

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

褒
章
に
対
し
、
大
越
取
締
役
社
長
は
「
名

誉
あ
る
褒
章
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
佐
藤
町
長
は

「
町
と
し
て
も
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
地
域
の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

町の森づくりに貢献

丸玉産業(株)が紺綬褒章を受章



視
覚
障
が
い
者
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
対
象
品
目
に
、
地

デ
ジ
対
応
ラ
ジ
オ
が
追
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
デ
ジ
対

応
ラ
ジ
オ
は
、

q
テ
レ
ビ
の

音
声
を
聴
く

こ
と
が
で
き

る
w
操
作
ボ

タ
ン
に
点
字

表
記
が
あ
る

▲日本を代表するアンデス音楽の演奏家・岡田浩　

安さんと笹久保伸さんの共演

▲クリンソウの花が迎えてくれる散策路

６
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
津
別
町

歌
謡
連
合
会
の
創
立
30
周
年
記
念
事
業

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
兼

名
士
か
く
し
芸
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ス

テ
ー
ジ
で
は
、
歌
謡
連
合
会
前
会

長
・
川
口
敏
雄
さ
ん
の
永
年
の
功
労
を

称
え
る
特
別
表
彰
、
津
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
の
寄
附
金
贈
呈
に
続
い
て
、

町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
者
や
各
団
体
の

役
職
者
な
ど
40
人
あ
ま
り
が
自
慢
の
の

ど
を
披
露
。

演
歌
歌
手
・
は
か
ま
だ
雪
絵
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
観

客
が
訪
れ
た
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た

「
地
デ
ジ
対
応
ラ
ジ
オ
」
が
、
視
覚
障
が
い
者
の
日
常
生
活

用
具
に
加
わ
り
ま
し
た

津
別
町
歌
謡
連
合
会
30
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

〇活汲小中学校リコーダーアンサンブル・

ＲＥＣつべつ演奏会　　　　　18：10～18：30

〇津別中学校吹奏楽部演奏会　　18：40～19：00

〇第30回つべつ千人おどり　 19：30～20：00

○もちまき大会　　　　　　　　20：10～20：20

〇花火大会　　　　　　　　　　20：30～21：00

※悪天候の場合、７日（20：00～）に順延。

〇津別観光物産まつり　　 9：30～15：00

〇PMAロックコンサート　　　 9：30～15：00

〇第９回つべつ川のぼり大会　　

11：00～12：00

（10：00受付開始）

〇特産ビーフまつり　　　 10：30～14：00

〇山鳴太鼓保存会演奏　　 10：30～11：00

〇ＨＢＣラジオ公開録音　 12：00～13：30

・岩崎良美歌謡ステージ

・山本高広爆笑ライブ

・吉田山田ライブ

〇管内カラオケ選手権大会　 13：40～15：20

〇管内特産品大抽選会 13：40～14：10

７月６日(土)前夜祭
16：00～21：00

７月７日(日) 本 祭
9：30～15：20

主催　津別観光協会・つべつ夏まつり実行委員会 ごみは「ごみ回収コーナーへ」ご持参ください

豪 華 ゲ ス ト が 勢
揃 い ！

岩崎良美　　 山本高広

吉田山田

◎HBCラジオ
「吉田山田の道産子よ、
ラジオを抱け! ! !」毎週
日曜日24：30放送中　

Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
も

ん
す
け
」
も
遊

び
に
く
る
よ
！

※大人の部優勝

現金１万円＋副賞：ランプの宿

森つべつ「ペア宿泊券」！

試 験 日 平成25年9月22日(日)

受付期間 平成25年7月16日(日)～8月16日（金）

試験申込書等の設置場所（設置は7月16日以降）

・管内町村役場

・北見市大卒者情報センター　

・北海道町村会

・札幌学生職業センター

・オホーツク町村会

問い合わせ先

・オホーツク町村会

（網走市北７条西３丁目　オホーツク合同庁舎内）

†0152-44-6472

※北海道町村会ホームページにも記載されています。

・役場総務課

† 76－2151（内線208）

→
昨
年
の
「
つ
べ
つ
ふ

れ
あ
い
広
場
」
友
愛
セ

ー
ル
の
様
子

第22回つべつふれあい広場

開催のお知らせ
あたたかい福祉の心を育てようと開催している

「ふれあい広場」が、今年も皆さんのお越しをお
待ちしています。
●日　時 ７月28日（日）午前10時～午後２時
●場　所 中央公民館
●内　容 詳細については、後日新聞折り込みの

チラシにてご案内いたします。
●問い合わせ先 津別町社会福祉協議会

†76－1161
★今年は、会場が「中央公民館」になりますので、
お間違えのないようお越しください。

き
れ
い
な
ミ
ラ
ー
で
事
故
防
止

津
別
建
設
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６
月
７
日
、
津
別
建
設
（株）
（
野
口
謙
一
代
表
取

締
役
）
の
社
員
の
方
た
ち
が
、
交
差
点
に
設
置
さ

れ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。

５
月
に
実
施
さ
れ
た
町
道
３
５
０
号
線
沿
い
の

道
路
清
掃
に
続
く
も
の
で
、
町
内
各
所
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
汚
れ
を
、
脚
立
を
使
っ
た
手
作
業
で
丁

寧
に
ふ
き
取
り
ま
し
た
。

今
年
で
３
回
目
と
な
る
同
社
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
春
に
な
る
と
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
が
目
立
つ

こ
と
か
ら
、

毎
年
こ
の
時

期
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

運
転
者
の

方
は
、
き
れ

い
に
な
っ
た

ミ
ラ
ー
を
有

効
利
用
し
、

交
差
点
で
の

事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ

う
。

６
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の
毎
週
土
・

日
曜
日
、
ノ
ン
ノ
の
森
（
上
里
町
民
の
森

自
然
公
園
の
愛
称
）
と
ラ
ン
プ
の
宿
・
森

つ
べ
つ
を
会
場
に
、『
２
０
１
３
　
く
り

ん
草
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ク
リ
ン
ソ
ウ
の
花
が
咲
く
散
策
路
周
辺

で
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
や
森
林
ヨ
ガ

体
験
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
森
の
持
つ
癒

し
の
力
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
は
ア
ン
デ
ス
音
楽
の

2013 くりん草フェスティバル開催

可れんな花と多彩な催しを満喫

「
オ
コ
ン
コ
ロ
」
な
ど
３
組
の
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
、
津
別
の
音
楽
愛
好
サ
ー
ク
ル
が
日
替
わ
り
で

「
森
の
音
楽
会
」
を
開
き
、
森
つ
べ
つ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
思
い
思
い
に
初
夏
の
一
日
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

な
ど
、
視
覚
障
が
い
者
向
け
に

配
慮
さ
れ
た
も
の
で
す
。

利
用
者
負
担

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
応
じ
、
費
用
の
一
部
や

全
額
負
担
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
３
４)



津
別
の
安
心
安
全
な
農
産
品
を
消
費
者
へ
届
け
た
い

問い合わせ先　地域包括支援センター †７６－２１５８（役場内）

気
温
の
変
動
が
大
き
く
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
こ
の
季
節
。
今
回
は
夏
に
気

を
つ
け
た
い
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
水
分
補
給
を
十
分
に

お
年
寄
り
の
一
日
に
必
要
な
水
分
量

は
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
（
食
事
の
時
に
飲
む
味
噌
汁
等
は
別

に
考
え
て
く
だ
さ
い
）。

お
年
寄
り
は
「
ト
イ
レ
が
近
く
な
る

か
ら
」
と
水
分
を
控
え
る
傾
向
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
夏
場
で
は
途
端
に
脱
水

を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
水
が
進

む
と
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
心

臓
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
命
に
関
わ

り
ま
す
。

脱
水
の
初
期
症
状
は
唇
や
皮
膚
が
乾

い
て
カ
サ
カ
サ
し
て
い
る
。
尿
の
回
数

が
減
る
。
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
。
中

に
は
意
味
不
明
の
こ
と
を
言
う
お
年
寄

り
も
い
て
認
知
症
と
勘
違
い
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

夏
は
特
に
水
分
（
お
茶
等
）
を
多
め

に
取
る
よ
う
に
し
、
周
囲
の
方
々
は
お

年
寄
り
の
様
子
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
食
べ
物
に
注
意
を

食
品
に
は
「
品
質
保
持
期
限
」
や

「
賞
味
期
限
」
を
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、

注
意
し
て
見
な
い
と
ど
こ
に
書
い
て
あ

る
の
か
分
か
り
に
く
か
っ
た
り
、
字
も

小
さ
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
目
が
薄
く

な
っ
た
お
年
寄
り
が
、
古
く
な
っ
た
食

品
を
う
っ
か
り
食
べ
て
腹
痛
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
こ
の
時
期
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
は
、
お
年

寄
り
が
お
や
つ
に
買
っ
た
食
品
等
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
習
慣
で
棚
や
テ
ー
ブ

ル
に
放
置
さ
れ
て
い
る
お
や
つ
は
、
夏

の
高
温
で
腐
敗
が
進
み
や
す
い
で
す
。

ご
家
族
が
別
居
し
て
い
る
場
合
、
夏

は
特
に
こ
ま
め
に
お
年
寄
り
の
冷
蔵
庫

の
中
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
嫌
が
る
お

年
寄
り
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
「
足
り
な
い
も
の
を
買
い
足
す

か
ら
」
等
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
言
葉
が

け
で
、
腐
敗
し
て
い
る
食
品
の
片
付
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
年
寄
り
は
老
化
に
よ
っ
て
、
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
周
囲
の
方
々
の
心
配
り
で
夏
場

の
大
き
な
病
気
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。お

年
寄
り
の
、
健
康
管
理
に
つ
い
て

も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

藤
本
　
健
人
　
さ
ん

ふじもと　けんとさん／平成２年８月生まれ／ＪＡつ

べつ勤務／旭町在住

お
年
寄
り
の
夏
の
健
康

「
今
は
ま
だ
、
上
司
や
先
輩
に
教
わ

り
な
が
ら
、
仕
事
を
一
つ
ひ
と
つ
覚
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
話
す
の
は
、

４
月
か
ら
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
に
勤
め
て
い
る

藤
本
健
人
さ
ん
。

美
幌
町
の
出
身
で
、
美
幌
農
業
高
校

か
ら
東
京
農
業
大
学
網
走
校
に
進
学

し
、
産
業
経
営
学
を
専
攻
。
卒
業
後
は

高
校
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
就
職
先
に
Ｊ
Ａ

つ
べ
つ
を
志
望
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
経
済
部
農
産
販
売
課
に
所
属

し
、
組
合
員
が
生
産
し
た
農
産
品
を
小

売
店
な
ど
に
販
売
す
る
仕
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

「
生
育
調
査
な
ど
で
畑
を
見
に
行
く

機
会
も
多
い
の
で
す
が
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
自
分
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
早

く
一
人
前
の
職
員
に
な
っ
て
、
津
別
の

安
心
安
全
な
農
産
品
を
、
少
し
で
も
多

く
の
消
費
者
に
届
け
た
い
で
す
」
と
、

力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
で
陸
上
競
技
、
大
学
で
は
自
転

車
競
技
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
う
藤
本
さ

ん
で
す
が
、
今
は
ま
だ
休
日
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
余
裕
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら

休
息
に
充
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
高
齢
化
が
進
み
、
催
し
事
な
ど
の

参
加
者
が
年
々
減
っ
て
い
る
の
が
少

し
気
が
か
り
で
す
」
と
話
す
小
笠
原

正
之
さ
ん
。
活
汲
中
央
自
治
会
の
副

会
長
を
６
年
務
め
、
会
長
に
な
っ
て

か
ら
５
年
目
と
い
う
立
場
で
、
周
囲

の
変
化
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
北
東
部
の
港
町
・
日
向
市

に
生
ま
れ
た
小
笠
原
さ
ん
は
、
お
父

さ
ん
の
仕
事
の
関
係
で
、
中
学
２
年

生
の
と
き
に
帯
広
市
に
転
居
。
そ
の

後
、
帯
広
三
条
高
校
を
卒
業
し
、
北

海
道
拓
殖
銀
行
に
入
行
し
ま
し
た
。

帯
広
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
銀
行
マ

ン
生
活
で
は
、
東
京
、
札
幌
、
美
幌
、

砂
川
、
北
見
な
ど
数
多
く
の
支
店
に

赴
き
、
地
域
経
済
発
展
の
た
め
に
奮

闘
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
標
津

空
港
ビ
ル
に
出
向
中
の
平
成
10
年
に

拓
銀
が
経
営
破
綻
。
出
向
先
の
勧
め

で
同
空
港
ビ
ル
会
社
に
移
り
、
60
歳

の
定
年
ま
で
勤
め
ま
す
。

小
笠
原
さ
ん
が
津
別
に
移
り
住
ん

だ
の
は
平
成
13
年
の
こ
と
。
定
年
退

職
を
機
に
、
奥
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る

活
汲
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

「
津
別
は
静
か
で
、
周
り
の
人
た
ち

も
親
切
。
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
」
と
話
す
小
笠
原
さ
ん
。
転

居
２
年
目
に
は
自
治
会
の
副
会
長
に

推
さ
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
域
に

溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
や
誠
実
な

人
柄
も
あ
っ
て
か
、
現
在
は
活
汲
中

央
自
治
会
長
の
ほ
か
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
監
事
、
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー

理
事
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
評
議
員
な
ど
の

役
職
に
も
推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
囲
碁
で
、「
ゴ
ル

フ
は
定
年
後
に
知
人
に
誘
わ
れ
て
、

コ
ー
ス
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ス
コ
ア
は
二
の
次
。
仲
間
と
ワ
イ
ワ

イ
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま

す
」
と
笑
う
小
笠
原
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
は
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
た
時
間

を
作
り
、
夫
婦
で
旅
行
に
出
か
け
る

機
会
を
増
や
し
た
い
そ
う
で
す
。

さ
ん

自
治
会
長
と
し
て

地
域
の
交
流
に
尽
力

小
笠
原
　
正
之

【423】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（ 内線 220・221）
収納担当（ 内線 218）

口
座
振
替
の
す
す
め

『
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
銀
行
に
行

け
な
い
！
』『
い
つ
も
納
付
書
を
な
く
し

て
し
ま
う
！
』
方
は
、
口
座
振
替
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き
さ
え
済
ま
せ
て
お
け
ば
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
で
納
税
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
ら
、
毎
回
納
期
ご
と
に
金

融
機
関
に
行
か
な
く
て
済
み
ま
す
。
手

続
き
は
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
「
町
の
税
金

の
口
座
振
替
を
し
た
い
」
と
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

現
金
で
納
税
し
た
い
方
は
、
北
見
信

用
金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農

業
協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内

全
て
の
郵
便
局
及
び
津
別
町
役
場
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
金

融
機
関
窓
口
が
閉
ま
っ
た
後
で
も
、
津

別
町
役
場
の
窓
口
は
午
後
５
時
15
分
ま

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

７
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
７
月
31
日
（
水
）
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引
落

口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

おがさわら　まさゆきさん／昭和15年11月、宮崎県日向市生まれ／72
歳／活汲在住



６
月
中
旬
ま
で
に
平
成
25
年
度

分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）
の
発

送
を
全
て
終
え
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付

さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
２
０
）

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

８
月
５
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

14
時
40
分
〜
15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
３
１)

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
ア
ソ
ビ

バ
！
　
つ
べ
つ
」
の
事
業
と
し
て

『
少
年
・
少
女
水
泳
教
室
』
を
開
催

し
ま
す
。

日
　
程

７
月
30
日
（
火
）
〜

８
月
３
日
（
土
）
計
５
日
間

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

場
　
所

津
別
町
温
水
プ
ー
ル

「
す
い
む
」

対
象
者

「
ア
ソ
ビ
バ
！
　
つ
べ

つ
」
会
員
で
、
ま
だ
泳
ぐ
こ
と

の
で
き
な
い
小
学
生
（
会
員
登

録
は
保
険
料
８
０
０
円
を
持
っ
　

て
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

へ
）

参
加
料

無
料

定
　
員

30
名
（
先
着
順
）

募
集
締
切

７
月
19
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
７
１
３

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
軽
油
以
外

の
石
油
製
品
か
ら
軽
油
を
密
造
し

た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら
を

製
造
・
販
売
・
使
用
す
る
こ
と
は
、

脱
税
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

大
気
汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法

投
棄
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
私
た

ち
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
締

り
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

「
不
正
軽
油
」
の
話
を
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
た
と
き
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

†
０
８
０
０-

８
０
０
２-

１

１
０
（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

†
０
１
５
２-

41-

０
６
１
３
　

法
務
局
で
は
、
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
か
ら
土
地
の
境
界
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

お
隣
の
土
地
と
の
境
界
が
分
か

ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
、
測
量
し

た
境
界
の
位
置
に
納
得
し
て
も
ら

え
な
い
等
、
土
地
の
境
界
に
つ
い

て
は
、
認
識
の
違
い
か
ら
た
び
た

び
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
法
務
局

で
は
、
こ
う
い
っ
た
場
合
の
対
応

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
の

で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は

法
務
局
で
行
っ
て
い
る
「
筆
界
特

定
制
度
」
を
利
用
し
て
解
決
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
法
務
局

で
扱
っ
て
い
る
土
地
の
境
界
（
筆

界
）
の
現
地
に
お
け
る
位
置
を
特

定
す
る
制
度
で
、「
裁
判
よ
り
手
続

き
が
簡
単
」、「
資
料
収
集
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
」
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。

申
請
人
と
な
れ
る
の
は
、
土
地

の
所
有
権
の
登
記
名
義
人
（
登
記

上
の
所
有
者
）
等
と
な
り
ま
す
。

費
用
は
、
申
請
の
手
数
料
の
ほ

か
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
行
う
測

量
の
費
用
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

◎
釧
路
市
幸
町
10
丁
目
３
番
地

釧
路
地
方
合
同
庁
舎
１
階

釧
路
地
方
法
務
局
登
記
部
門

筆
界
特
定
室

†
０
１
５
４-

31-

５
０
２
７

◎
北
見
市
高
砂
町
14
番
14
号

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

†
０
１
５
７-

23-

６
１
６
０
　
　

網
走
地
方
気
象
台
で
は
、
気
象

知
識
や
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発

を
目
的
に
、

一
般
の
方
々

を
対
象
と
し

た
施
設
見
学

会
を
例
年
開

催
し
て
い
ま

す
。

日
　
時

７
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１-

６)

※
入
場
料
無
料
、
事
前
申
し
込

み
不
要
、
駐
車
場
あ
り

内
　
容

施
設
見
学
、
観
測
機
器

展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、

気
象
観
測
な
ど
に
つ

い
て
の
説
明
（
随

時
）、
実
験
教
室

そ
の
他

雨
天
で
も
行

い
ま
す
が
、
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は

当
台
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台
総
務
課

†
０
１
５
２-

44-

６
８
９
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

◎燃料油盗難の発生について～津別町～

５月７日から５月14日にかけて、津別町において軽

油を狙った盗難被害が発生しました。

建物施設のタンクから軽油が抜き取られ盗まれてい

ます。本年１月にも美幌町と津別町において、同種事

件が発生していることから、深夜など不審者や不審車

両を目撃した場合は、ただちに110番通報もしくは美

幌警察署（†72－0110）まで通報をお願いします。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

７
月
は
、
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間
で
す

電
話
や
訪
問
を
通
じ
て
家
族
の
状
況

や
健
康
状
態
な
ど
の
情
報
を
得
よ
う

と
接
触
を
図
っ
て
き
ま
す
。

し
つ
こ
く
さ
れ
て
も
話
に

の
ら
ず
、
迷
惑
で
あ
る
こ
と

を
は
っ
き
り
伝
え
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
手
紙
や
電
話
に
は

十
分
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

心
配
な
時
は
、
消
費
者
協
会

や
町
・
警
察
な
ど
の
行
政
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線258）

不
審
な
電
話
が
…
ど
う
対
処
す
れ
ば
？

先
月
号
に
載
っ
て
い
た
の
と
同
じ

よ
う
な
電
話
で
困
っ
て
い
ま
す
。
知

ら
な
い
男
性
か
ら
、「
封
書
が
届
い

て
い
な
い
か
」「
高
値
で
買
い

取
る
の
で
連
絡
が
ほ
し
い
」

「
自
宅
を
訪
問
し
た
い
」
と
頻

繁
に
電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま

す
。
不
審
に
感
じ
て
お
り
、

自
宅
に
来
ら
れ
て
も
迷
惑
。

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い

い
か
？

知
ら
な
い
人
か
ら
の
封

書
・
電
話
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
の

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

住
所
な
ど
の
個
人
情
報
は
既
に
知

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。相
手
は
、

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�
夏
の
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

に
出
か
け
る
機
会
が
増
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
産
業
活
動
も
活
発
に

な
り
、
自
動
車
の
交
通
量
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。
ま
た
二
輪

車
や
自
転
車
の
利
用
も
増
え
る

こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
月
は
10
日
か
ら
19
日
に
か

け
て
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
観
光
や
、

夏
型
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
伴
う
事

故
防
止
を
は
じ
め
、
以
下
の
活

動
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

○
二
輪
車
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用

○
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ア
ソ
ビ
バ
！
　
つ
べ
つ
」

少
年
・
少
女
水
泳
教
室
開
催

献
血
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

網
走
地
方
気
象
台

施
設
見
学
会
開
催
の
ご
案
内

多
重
債
務
・
金
融
一
般
無
料
出
張

相
談
会
（
北
見
会
場
）
の
実
施
に
つ
い
て

北
海
道
財
務
局
で
は
、
借
金
返
済
の
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
、
専

門
の
相
談
員
が
無
料
で
親
身
に
な
っ
て
お
話
を

伺
い
、
あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
も
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
下
記
の
日
程
で
「
多
重
債
務
・
金
融
一

般
無
料
出
張
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

土
地
の
境
界
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す

網走地方気象台ホームページ

http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

A

日時：7月17日（水）午後3時30分～午後5時
7月18日（木）午前9時～午後5時

会場：北見地方合同庁舎
（北見市青葉町6番8号）

問い合わせ先：北海道財務局相談員直通
（午前9時～午後5時）†011－807－5144

†011－807－5145

前
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
６
月
１
日
付
で
藤
村
勝

氏
（
60
歳
・
前
津
別
郵
便
局
長
）

が
監
査
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

新しい監査委員

藤村　勝氏

＜道内で詐欺被害が急増中！＞

■『オレオレ詐欺』被害防止

息子や孫と思っても、家族で決めた合言葉を！

■『架空請求詐欺』被害防止

メールやハガキで「支払え」の相手は、振り込め　

犯人だ！



世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方

◆ 保険証が新しくなります

現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成25年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用で
きなくなります。有効期限は保険証と同じく１年間です。
引き続き交付対象に該当する方は、保険証と一緒に保健福祉課高齢者医療担当o番窓口でお渡しします。
新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、保健福祉課後期高齢者医療担当
へ申請してください。

＜減額認定証の交付対象…次の区分1または区分2に該当する方＞

区分2

区分1

世帯全員が住民税非課税である方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
†011－290－5601

保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151(内線229)

○すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、再度のご連絡は必要ありません。

○医療費通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。

※この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

新 し い 減 額 認 定 証 は 水 色 で す

◆医療費通知の発行を希望される方へ
被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくために、医療費を半年ごとにまとめ、発
行をご希望の方を対象に医療費通知を送付しています。
なお、次回の発行は、９月（平成25年１月～６月の医療費を対象）に行います。

新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合又は役場保健福祉課後期
高齢者医療担当へご連絡ください。

●新たに発行をご希望の方はご連絡ください

◆減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

※有効期限が１年間になり、毎年更新することになりました。
現在ご使用の保険証の有効期限が平成25年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用できな
くなります。
７月22日より新しい保険証に更新しますので、役場保健福祉課後期高齢者医療担当o番窓口に印鑑と
旧保険証を持って更新手続き願います。

〇新しい保険証の有効期限は、平成26年７月31日までです。

〇紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、保健福祉課後期高齢者医療担当までお申し出ください。

〇役場までこられない方には、保険証を郵送いたしますのでご連絡下さい。

新 し い 保 険 証 の 色 は ピ ン ク 色 で す

障害年金の所得状況届は
７月末までに

障害基礎年金の所得状況届が日本年金機構より送

付されます。

この所得状況届は、引き続き障害年金を受ける権

利があるかどうかを確認するもので、毎年７月末ま

でに役場に提出していただくものです（提出されな

い時は、年金の支給を一時停止する場合があります）。

また、障がいの程度を確かめる必要のある方につ

いては、診断書の用紙が同封されます。７月中に病

院で受診し、医師の記入を受けてから、役場に提出

してください。

所得状況届提出先及び問い合わせ先
役場　戸籍・年金担当

†76-2151（内線222・223)
問い合わせ先
北見年金事務所　†0157-33-6008

いちいの園臨時職員募集
介護職員 若干名

資　　格 介護福祉士またはヘルパー２級以上の

資格を有し、心身とも健康な方

勤務形態 施設職員に準ずる

賃　　金 「津別町臨時職員の給与等に関する規則」

による

雇用期間 平成25年７月中旬から

平成26年３月31日まで

申込方法 市販の履歴書に必要な事項を記入のうえ、

７月10日（水）までにいちいの園へ提出

してください

そ の 他 詳しくは、いちいの園までお問い合わせ

願います

問い合わせ先

津別町特別養護老人ホーム　いちいの園

†76－3205

町
で
は
、
津
別
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置
に
伴

い
、
審
議
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
保
健
福
祉
関
係
者
、
児
童

福
祉
関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
平
成
27
年
か
ら
５
年
間
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
幅
広
く
町
民
の

意
見
を
聴
く
機
関
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

q
公
募
期
間

平
成
25
年
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

７
月
24
日
（
水
）

w
応
募
資
格
（
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

・
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
、
年
齢
が
20
歳
以
上
の
者

・
子
育
て
当
事
者
（
現
に
就
学
前
児
童
ま
た
は
初
等
教
育

を
受
け
る
児
童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る
方
）

e
募
集
人
員
　
２
名

r
任
　
　
期

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
７
月
31
日

t
報
　
　
酬

日
額
６
３
０
０
円
（
た
だ
し
、
会
議
が
３

時
間
未
満
の
場
合
は
３
１
５
０
円
）

※
会
議
開
催
は
不
定
期
、
年
４
回
程
度
を
予
定

y
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
保
健
福
祉
課
で
配
布
し
ま

す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
字
幸
町
41
番
地

津
別
町
役
場
　
保
健
福
祉
課
　
介
護
福
祉
Ｇ
へ
郵
送
か
　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

†
76-

２
１
５
１
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

委
員
公
募
の
概
要

町
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、
全
て
の
町
民
の
方
が
地
域
に
お
い
て
自

立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
参
加
し
、
共

に
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
な
る
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
で
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
や
町
民
団
体
な
ど
15
人
以
内

の
委
員
で
組
織
さ
れ
た
策
定
委
員
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

q
公
募
期
間

平
成
25
年
７
月
１
日
（
月
）
か
ら

７
月
24
日
（
水
）

w
応
募
資
格
（
以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

・
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

・
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
で
、
年
齢
が
20
歳
以
上
の
者

e
募
集
人
員

２
名

r
任
　
　
期

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
７
月
31
日

t
報
　
　
酬

日
額
　
６
３
０
０
円
（
た
だ
し
、
会
議
が

３
時
間
未
満
の
場
合
は
３
１
５
０
円
）

※
会
議
開
催
は
不
定
期
、
年
３
回
程
度
を
予
定

y
応
募
方
法

応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
保
健
福
祉
課
で
配
布
し
ま

す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類
選
考
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
字
幸
町
41
番
地

津
別
町
役
場
　
保
健
福
祉
課
　
介
護
福
祉
Ｇ
へ
郵
送
か

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

†
76-

２
１
５
１
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

委
員
公
募
の
概
要



◎観光や夏型レジャー等に伴う事故防止

○子どもと高齢者の交通事故防止

○二輪車・自転車乗用中の交通事故防止

○全ての座席のシートベル

ト・チャイルドシートの

正しい着用

○交差点の交通事故防止

<

７
月
26
日
〜
８
月
15
日>

◆
上
里
線
【
津
別→

上
里→

津
別
】

津
別
発
上
里
行
　
午
前
７
時
00
分
　
　
　
上
里
発
津
別
行
　
午
前
７
時
30
分

津
別
発
上
里
行
　
午
後
４
時
00
分
　
　
　
上
里
発
津
別
行
　
午
後
４
時
30
分

◆
恩
根
線
【
津
別→

栄→

津
別
】

津
別
発
栄
行
　
午
前
７
時
10
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
前
７
時
35
分

津
別
発
栄
行
　
午
後
１
時
50
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
後
２
時
25
分

津
別
発
栄
行
　
午
後
４
時
00
分
　
　
　
栄
発
津
別
行
　
午
後
４
時
35
分

◆
二
又
線
【
本
岐
保
育
所
前→

北
口
前→

本
岐
保
育
所
前
】

本
岐
保
育
所
前
発
北
口
前
行
　
午
前
７
時
11
分
　
　

本
岐
保
育
所
前
発
北
口
前
行
　
午
後
４
時
29
分

北
口
前
発
本
岐
保
育
所
前
行
　
午
前
７
時
32
分

北
口
前
発
本
岐
保
育
所
前
行
　
午
後
４
時
50
分

◎
問
い
合
わ
せ
先

ま
ち
バ
ス
直
通
電
話
　
†
76-

２
１
６
６

７月10日（水）～７月19日（金）

夏夏夏夏 のののの 交交交交 通通通通 安安安安 全全全全 運運運運 動動動動

問い合わせ先

住民企画課 住民企画グループ

†76-2151（内線216）

学校が夏休み中の期間は、まちバス（上里線・恩根線・二

又線）の運行は、火・金曜日のみとなりますのでお知らせし

ます。なお、乗車には予約が必要です。

火・金曜日のみの運行となる期間は、下記のとおりです

（記載の時刻は、通常の発車時刻と変更ありません）。

※相生線は、従来どおり月～土曜日の運行となります。

野ねずみによる食害がオホーツク管内全域で大発生

しており、津別町でも春先において特に樹齢の若いカ

ラマツを中心に相当の被害が確認されております。

夏の間は、食糧も豊富なため被害の拡大はないと予

想されますが、食糧不足となる秋から冬にかけて再度

被害が拡大する恐れがあります。

対策としては、秋期に行っている野ネズミ駆除の薬

剤散布があります。希望される方は、各森林組合で申

し込みを受け付けておりますので、ご検討願います。

問い合わせ・申し込み先

北見広域森林組合　†0157-23-7425

美幌町森林組合　　†73-1281

【パスポート申請相談窓口】
津別町役場 戸籍年金担当　窓口８番　†76－2151（内線222、223）
※申請書類 津別町役場相談窓口に一般旅券発給申請書等をご用意しています。

７月から、津別町住民のパスポート申請の窓口が、美幌町役場（戸籍年金担当　窓口２番）になりました。

津別町役場（戸籍年金窓口）では、パスポート申請の相談を受け付けます。

※オホーツク総合振興局及び北見市の移動窓口（６月30日廃止）での申請は、できませんのでご注意ください。

【パスポート申請交付窓口】

美幌町役場（美幌町字東２条北２丁目25番地）

戸籍年金担当（窓口２番） †0152－73－1111（内線231、233）

窓口の時間等 申請（月曜日から金曜日）・・・午前８時45分～午後４時30分

交付（月曜日から金曜日）・・・午前８時45分～午後５時30分

●申請できる方 津別町に住民登録されている方

●申請に必要な書類

・一般旅券申請書

・戸籍謄（抄）本（６か月以内に発行されたもの）1通

・パスポート規格の写真（６か月以内に撮影されたもの）１枚

・本人確認書類（運転免許証など）

・印鑑（朱肉を使用するもの）

・前回取得した旅券（パスポート）がある場合は、その旅券

●手数料（受取のときに納めていただきます）

・10年旅券　16,000円（収入印紙14,000円、北海道収入証紙2,000円）

・ ５年旅券　12歳以上：11,000円（収入印紙9,000円、北海道収入証紙2,000円）

12歳未満：6,000円（収入印紙4,000円、北海道収入証紙2,000円）

パスポート（旅券）申請窓口がかわりました！

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

▼そのままでは年金が減ります

国民年金保険料の免除期間または、

納付猶予期間があった場合、そのまま

にしておくと保険料を全額納めたとき

よりも将来の老齢基礎年金の受け取り

額が少なくなります。過去に次のよう

な免除や納付猶予期間はありませんか。

・全額免除または一部納付

・若年者納付猶予

・学生納付特例

▼追納して年金を増やせます

これらの免除・猶予期間の保険料は、

10年以内にさかのぼって納めることが

できます（＝追納）。そうすると、将来

受け取る年金を増やすことができます。

▼３年を過ぎると追納額が増えます

ただし、免除・猶予の承認を受けら

れた期間の翌年度から起算して、３年

度目以降に追納すると、当時の保険料

額に一定の加算額が上乗せされます。

▼追納には申し込みが必要です

申込先　北見年金事務所　国民年金課

†0157－25－9635

免除・猶予期間があった方へ

檜
山
知
弘
（
37
歳
）

札
幌
市
か
ら

※
７
月
か
ら
相
生
地
区
で

活
動
中

町
民
の
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

今
年
度
、
津
別
町
へ
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』

と
し
て
、
次
の
５
名
の
方
が
来
町
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業

で
、
首
都
圏
等
か
ら
地
域
へ
移
住
し
、
地
域
の

生
活
支
援
や
、
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は

地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
も
の
で
す
。

◎
な
お
、
広
報
つ
べ
つ
８
月
号
か
ら
、
５
名
の
　

詳
し
い
紹
介
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

檜
山
栄
味
子
（
44
歳
）

札
幌
市
か
ら

※
７
月
か
ら
相
生
地
区
で

活
動
中

森
川
理
香
（
42
歳
）

東
京
都
か
ら

※
７
月
下
旬
か
ら
相
生
地

区
で
活
動
予
定

福
士
大
輔
（
27
歳
）

札
幌
市
か
ら

※
６
月
17
日
か
ら
上
里
地

区
で
活
動
中

ハ
ス
オ
ー
ラ
（
39
歳
）

京
都
市
か
ら

※
10
月
か
ら
上
里
地
区
で

活
動
予
定


